
令和○年○月○日（日）実施

Ａ

文部科学省後援 書写技能審査　
令和○年度第○回

硬筆書写技能検定 
〔試験時間〕

〔注意事項〕

〔試験の流れ〕

受験地番号

受験地番号は左づめに記入すること。

受験番号

K１１

【受験地番号・受験番号記入欄】

〔理論問題の筆記用具〕

分
「第１問速書き」1 分（黙読）+ ４分
「第２問以降」　85 分90

１．受験する級の問題冊子であるか確認してください。
２．試験監督の指示があるまで問題冊子を開かないでください。
３．問題内容に関する質問は一切受けつけません。
４．携帯電話等の電子機器は必ず電源を切り、絶対に使用しないでください。
５．不正行為をした場合は、答案は無効となります。
６．受験票と受験に必要な用具以外はすべてしまってください。
７．下敷きは無地のものを使用してください。
８．鉛筆で字を書いた上からなぞり書きはできません。二度書きやレタリングはできません。
９．修正液・修正テープ・消せるボールペンは使用できません。

 【受験地番号・受験番号の記入】
受験地番号・受験番号は、この表紙・第
１問解答用紙・第５問解答用紙・第６問
解答用紙・理論解答用紙の計５箇所に、
受験票に記載されている番号を正確に記
入してください。
【準登録（片方合格）の手続き】
 準登録（片方合格）の方は、該当科目を
必ず白紙で提出し、理論免除の方は理論
問題解答用紙に受験地番号・受験番号の
み記入し、解答せずに白紙で提出してくだ
さい。

・ 第１問「速書き」は、１分間で筆記具
をもたずに黙読し、その後４分間で解
答します。解答には必ずボールペンを
使用してください。
・ 解答終了後は第１問解答用紙を提出し、
再開の指示があるまでは待機していて
ください。

・ 理論問題の解答時に使用する筆記具は
自由となっています。※鉛筆・万年筆・
ボールペン・サインペン・つけペンが
使用できます。 ［不許複製］

この試験問題の複製（コピー）を禁じます。また、この試験
問題およびその内容を当協会の許可なく他に伝える行為や、
漏えい（インターネット上に掲載することを含みます）する
ことを固く禁じます。

１級

硬 
試験問題

Ａ
日 程

準



　花を見て楽しむという風習は、そもそもは中国の詩文からきており、
平安貴族が歌を詠む対象として桜を観賞したのが、お花見のはじまり
です。ちなみに、桜が観賞される前には唐文化の影響で梅の花が貴族
たちの好みであったようで、「万葉集」では、梅の花を詠んだ歌が桜の
歌の三倍以上もあります。

受験地番号

受験地番号は左づめに記入すること。

受験番号

K１１
第　１　問

点

１級

硬 A

令和○年○月○日（日）実施

文部科学省後援書写技能審査　
令和○年度第○回
硬筆書写技能検定

実技問題

準

硬筆書写技能検定　第１問解答用紙

第１問 つぎのわく
4 4

内の文を、所定時間内で下に書きなさい。
〈必ずボールペンを使用すること。〉定規やものさしは使用できま
せん。鉛筆で補助線や下書きをしてはいけない。

所定時間　４分



3

青
葉　

芳
香　

開
花　

季
節

　

点

第 ２ 問

つ
ぎ
の
わ
く
4

4

内
の
四
つ
の
語
句
（
８
字
）
を
、
楷
書
・
行
書
・
草
書
の
三
体
で
書
き
な
さ
い
。

〈
つ
け
ペ
ン
・
万
年
筆
ま
た
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
・
サ
イ
ン
ペ
ン
の
い
ず
れ
か
を
使
用
す
る
こ
と
。〉

定
規
や
も
の
さ
し
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
鉛
筆
で
補
助
線
や
下
書
き
を
し
て
は
い
け
な
い
。

第
２
問

楷
書

行
書

草
書



5

　　

点

第 ３ 問

紫
陽
花
（
あ
じ
さ
い
）　
手
毬
（
て
ま
り
）

つ
ぎ
の
わ
く
4

4

内
の
文
を
、
左
に
書
き
な
さ
い
（
漢
字
は
行
書
で
書
く
こ
と
。
平
仮
名
は
連
綿
で
書
い
て
も
よ
い
）。

〈
つ
け
ペ
ン
・
万
年
筆
ま
た
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
・
サ
イ
ン
ペ
ン
の
い
ず
れ
か
を
使
用
す
る
こ
と
。〉

定
規
や
も
の
さ
し
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
鉛
筆
で
補
助
線
や
下
書
き
を
し
て
は
い
け
な
い
。

第
３
問

　

雨
に
ぬ
れ
る
公
園
を
歩
く
と
、
紫
陽
花

の
花
は
ま
だ
小
さ
い
。
手
毬
の
よ
う
に
丸

く
な
り
、「
七
化
け
」
と
も
呼
ば
れ
る
花
色

の
妙
を
見
せ
る
の
は
少
し
先
だ
ろ
う
。
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　キリマンジャロ（スワヒリ語Ｋｉｌｉｍａｎｊａｒ
ｏ）はタンザニア北東部にある山で、標高５, ８９５m。
山脈に属さない独立峰としては世界一の高さを誇る。

点

第 ４ 問

つぎのわく
4 4

内の文を、横書きで下に書きなさい（漢字は楷書で書くこと。数字やロー
マ字は、仮名や漢字に似合うものであればよい。速書きをねらうものではありませ
ん）。〈つけペン・万年筆またはボールペン・サインペンのいずれかを使用すること。〉
定規やものさしは使用できません。鉛筆で補助線や下書きをしてはいけない。

第４問
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こ
の
世
が
創
ら
れ
た
時
と
同
じ
に

光
は
突
然
人
々
の
肩
に
重
く
輝
く

こ
ん
な
に
も
単
純
な
の
に

生
き
る
と
い
う
こ
と
は

白
雪
の
降
り
て
つ
も
れ
る
山
里
は

住
む
人
さ
へ
や
思
ひ
消
ゆ
ら
む

江

碧

鳥

逾

白

山

青
　

欲

然

（
古
今
和
歌
集
）

（
谷
川
俊
太
郎
）

江
碧
に
し
て　
鳥
逾
々
白
く

山
青
く
し
て　
花
然
え
ん
と
欲
す

ｃ
の
読
み

ｃ

ａｂ

（
杜
甫
）

つ
ぎ
の
★
印
の
…
…
で
囲
ん
だ
わ
く
4

4

内
の
ａ
・
ｂ
・
ｃ
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
一
つ
を
選
ん
で
、
別
紙
（
第
５
問
解
答
用
紙
）
に
縦
書
き
で
、

自
分
の
得
意
と
す
る
形
（
書
体
・
書
き
ぶ
り
・
布
置
な
ど
）
で
書
き
な
さ
い
。
鉛
筆
で
補
助
線
や
下
書
き
を
し
て
は
い
け
な
い
。

な
お
、
そ
の
場
合
、
自
由
に
わ
く
4

4

の
大
き
さ
や
縦
横
の
割
合
な
ど
を
考
え
、
鉛
筆
で
外
わ
く
4

4

を
囲
っ
た
体
裁
の
よ
い
形
に
仕
上
げ
な
さ
い
。

〈
つ
け
ペ
ン
・
万
年
筆
ま
た
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
・
サ
イ
ン
ペ
ン 

・
油
性
ま
た
は
顔
料
系
の
マ
ー
カ
ー
の
い
ず
れ
か
を
使
用
す
る
こ
と
。〉

第
５
問

ａ
は
、
漢
字
を
仮
名
に
、　
仮
名
を
漢
字
に
し
て
書
い
て
も
よ
く
、　

ま
た
、
適
当
に
変
体
仮
名
を
ま
ぜ
て
書
い
て
も
よ
い
。
和
歌
は
現

代
表
記
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ｂ
の
漢
字
・
仮
名
は
、
課
題
の
と
お
り
に
書
く
こ
と
。

 

ｃ
の
漢
字
は
、
書
写
体
に
か
え
て
も
よ
い
。

な
お
、
作
品
に
雅
印
を
押
し
た
り
、
自
分
の
名
ま
え
を
書
い
た
り

し
て
は
い
け
な
い
。



受験地番号

受験地番号は左づめに記入すること。

受験番号

K 1 １
第　５　問

点

硬筆書写技能検定　第５問解答用紙

令和○年○月○日（日）実施

文部科学省後援書写技能審査　
令和○年度第○回
硬筆書写技能検定
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源
氏
物
語
を
読
む
会

と　
き　
六
月
十
六
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
十
時
か
ら
十
二
時
ま
で

と
こ
ろ　
市
教
育
文
化
会
館

講　
師　
佐
藤
浩
一
先
生

参
加
費　
五
〇
〇
円

主　
催　
南
区
立
図
書
館

※　　　　の部分には、受験番号および　
　点数の記入欄があります。

つぎのわく
4 4

内の掲示文を、別紙（第６問解答用紙）を縦長にして、縦書きで体裁よく
書きなさい。
〈必ず油性または顔料系のマーカーを使用すること。〉
鉛筆で下書きをしてはいけない。定規やものさしで書いた線は消して出すこと。

第６問



受験地番号

受験地番号は左づめに記入すること。

受験番号

K１１
第　６　問

点

硬筆書写技能検定　第６問解答用紙

令和○年○月○日（日）実施

文部科学省後援書写技能審査　
令和○年度第○回
硬筆書写技能検定



第
７
問

　

つ
ぎ
の
仮
名
に
つ
い
て
、
全
部
の
字
を
平
仮
名
で
、
外
側
に
書
き
改
め
な
さ
い
。（
粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集
）

第
８
問

つ
ぎ
の
草
書
五
字
を
楷
書
で
、
下
の
□
の
中
に
書
き
入
れ
な
さ
い
。（
書
譜
）

つ
ぎ
の
漢
字
の
Ａ
列
は
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
で
、
Ｂ
列
は
い
わ
ゆ
る
書
写
体
で
す
。

こ
れ
ら
の
10
字
を
、
常
用
漢
字
の
字
体
（
楷
書
）
で
、
下
の
□
の
中
に
書
き
入
れ
な
さ
い
。

AＢ
AＢ

点

第 ８ 問

点

第 ７ 問

理
論
問
題
〔
筆
記
具
は
自
由
〕

2



つ
ぎ
の
ア
か
ら
オ
の
筆
者
（
伝
承
を
含
む
）
に
関
係
の
あ
る
作
品
名
の
番
号
を
□
の
中
に
書
き
入
れ
な
さ
い
。

第
９
問

つ
ぎ
の
１
か
ら
５
ま
で
の
文
章
で
、
正
し
い
と
思
う
も
の
に
は
○
を
、
誤
っ
て
い
る
と
思
う
も
の
に
は
×
を
、

下
の
□
の
中
に
書
き
入
れ
な
さ
い
。

AＢ

王
義
之

嵯
峨
天
皇

顔
真
卿

欧
陽
詢

光
明
皇
后

１

黒
跡
と
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
、
特
に
禅
宗
の
僧
が
書
い
た
書
を
い
う
。

３

３

平
仮
名
の
「
こ
」
は
「
古
」
の
草
書
が
変
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

５

岩
の
露
出
し
て
い
る
面
を
平
ら
に
し
て
文
字
を
彫
り
込
ん
だ
も
の
を
摩
崖
碑
と
い
う
。

２

２

筆
脈
と
は
、
画
と
画
と
が
見
え
な
い
線
で
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
で
、
意
脈
ま
た
は
気
脈
と
も
い
う
。

４

４５

１

草
書
は
、
漢
字
の
書
体
の
中
で
最
も
速
く
書
け
る
書
体
で
、
蘭
亭
序
が
そ
の
例
で
あ
る
。

ア
皇
甫
府
君
碑

李
嶠
詩

蘭
亭
序

争
座
位
文
稿

楽
毅
論

ウオ イエ

　

裏面に第 10問があります。
点

第 ９ 問

3



第
10
問

つ
ぎ
に
書
か
れ
た
文
の
漢
字
に
つ
い
て
、
常
用
漢
字
の
字
体
か
ら
見
て
誤
り
ま
た
は
不
適
切
な
字
が
あ
っ
た
ら
、

そ
の
右
に
正
し
く
書
き
改
め
な
さ
い
。
全
文
を
書
き
改
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

Ａ

点

第 10 問

　
　
　　

4


